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本日の出席率７８.９５％：会員数４１名・出席２６名・欠席８名・出席規定免除会員（７）４名・ビジター６名

前々回の修正出席率９７.２９％：出席２７名・メークアップ６名・出席規定免除会員出席３名

　こんにちは。 梅雨も明け一気に

暑くなりました。 会員皆様には、

体調管理に注意をして暑い夏を乗

り切ってほしいと思っております。

　本日は、 ゲスト卓話者に海上自

衛隊佐世保地方総監 海将 山下

万喜様にお願いをいたしておりま

す。 お忙しいなか時間をつくって頂き有難うございます。 全土

を海に囲まれた、 日本の国防等に関するお話など楽しみにいた

しております。

　昨日２０日に市内８ロータリークラブの会長 ・ 幹事会があり岡幹

事と共に出席をいたしました。 当日は、 第５グループガバナー

補佐 武部様（松浦ＲＣ）、第６グループガバナー補佐 牛島様（佐

世保中央ＲＣ）にも同席を頂きました。牛島ガバナー補佐からは、

ＩＭについて今回はやらないとの話がなされ、 参加クラブも理解

をして頂きました。 第２７４０地区には１０グループがあるが、 やら

ないのは第５と第６グループであるとの報告もありました。

　２０１６年規定審議会を経て、 ２０１６年７月１日から有効となる決

定報告書に基づいて、 佐世保ロータリークラブから２０１６年度標

準ロータリークラブ定款改正の要約が資料として提示されました。

クラブリーダーシップで記載されている五つの委員会を設置する

ことが定款に明示されました。 それは、 「クラブ管理運営、 会員

増強、広報、ロータリー財団、奉仕プロジェクト」 を有すべきとなっ

ております。 当クラブにおいても、 理事会等の中で協議し、 定

款の見直しを進めていく必要があります。 会員の皆様のご協力

をお願いします。 以上報告と挨拶といたします。

１．例会変更
伊万里ロータリークラブ
７月２７日（水）１２：３０→１８：３０～
場所 ：九十九島ベイサイドホテル＆リゾート 「FLAGS」

　 ５６周年目創立記念日、 納涼例会のため

８月１０日（水）休会　定款第６条第１節により

佐世保西ロータリークラブ
８月　９日（火）１２：３０→１８：３０～
場所 ：セントラルホテル佐世保

納涼例会のため

８月１６日（火）休会　定款第６条第１節により

ハウステンボス佐世保ロータリークラブ
８月　９日（火）１２：３０→１８：３０～
場所 ：ホテルサンルート佐世保ビアホール

納涼夜例会のため

８月１６日（火）休会　定款第６条第１節により

２．来　　信
・（公財）ロータリー米山記念奨学会

普通寄付金申告用領収証の申請について　

・ガバナー事務所
①青少年奉仕統括セミナーのご案内

　 日時　８月２７日 （土） １３時開会

　 場所　東彼杵町総合会館２階 大会議室　

②米山奨学生の 「出前卓話」 ご利用のお願い

③地区ホームページ更新情報

　 唐津中央ロータリークラブのホームページ開設のおしらせ

〒857-0875 佐世保市下京町 10-6 太陽アネックスマンション 306 号室 TEL.0956-25-5595 FAX.0956-25-3445 Mail.chuo.rc@theia.ocn.ne.jp

牛島 義亮ガバナー補佐

　７月１５日、 ガバナー公式訪問で佐世保南ロータリークラブに

行ってきました。 ７月２５日、 佐世保北ロータリークラブ ガバナー

補佐訪問。 ８月１日、 佐世保北ロータリークラブ ガバナー公式

訪問です。 よろしくお願いします。

佐世保ロータリークラブ　　 　　　　　　  　 納所　佳民様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳川　晃尚様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中　信孝様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河原　忠徳様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加納洋二郎様

佐世保南ロータリークラブ　　 　　　　　　  太田　博道様
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海上自衛隊佐世保地方総監
山下 万喜様
　平成２８年４月１４日 （木） ２１ ： ２６、 

同年４月１６日 （土） ０１ ： ２５、 ２度にわ

たる震度７の地震を受けて、 現在も４千

戸、 ８千人もの人々が避難生活を送られ

ています。

　佐世保の自衛隊艦艇は、 直ちに全艦出港準備に取りかかり

ました。 阪神淡路大震災の当時は、 県知事の要請を受けてか

らの災害派遣という順序でしたが、 現在は災害時には準備が

遅れぬように自主派遣ができるようになりました。

　今回の初動体制としては、 現場の要求が分からない状態で

すので、 まずは物資を持っていこう、 その後は行った先で考え

ようという指示をして、 現場で考えることのできる人材を派遣し

ました。

本日の合計　　　　    20,000 円

本年度の累計　　　 117,000 円

■ ゲスト卓話 ■
平成２８年熊本地震における海上自衛隊活動

昭和３１年　７月　１日　池永　隆司君
昭和４３年　７月　２日　田中　啓輔君
昭和２５年　７月　５日   溝上　純一郎君
昭和２７年　７月１６日　崎元　英伸君
昭和１７年　７月２６日　鶴田　明敏君

該当者なし

佐世保ロータリークラブ　納所 佳民様
佐世保ロータリークラブの納所と申します。 本日はよろしくお

願い致します。

佐世保ロータリークラブ　徳川 晃尚様
本日はお世話になります。 どうぞよろしくお願い致します。

佐世保ロータリークラブ　河原 忠徳様
久し振りに参りました。 お世話になります。

佐世保ロータリークラブ　加納 洋二郎様
数年ぶりに中央さんでメイキャップさせて頂きます。 これから

もよろしくお願い申し上げます。

佐世保南ロータリークラブ　太田 博道様
本日はよろしくお願い致します。 今年度も度々お邪魔すると

思います。

山瀧 正久会長・岩政 孝副会長・岡 光正幹事
皆様こんにちは。 ジメジメとした梅雨も明け、 夏本番となりま

した。 皆様、 ビールの飲み過ぎや体調管理には十分気を付

けてください。

さて、 本日の例会に大変お忙しい中ご来訪頂きました、 海

上自衛隊佐世保地方総監 海将 山下万喜様を心より歓迎致

します。 会員一同、山下総監の卓話を楽しみにしております。

溝上 純一郎直前会長
６６才になりました。

福田 英彦君
無事でもなかったのですが帰ってきました。 国際線から国内

線に乗り換えるとき、 １時間遅れてしまい、 次の便にてサンフ

ランシスコに向かいました。 娘がチケットを取るとき、 遅れて

もＯＫの保険に入れくれていたので、 費用負担もなかったの

で助かりました。 親を信用しない子供に助けられた旅でした。

池永 隆司君
７月１日に大台の６０才になりました。 名実ともにじじぃ～です。

馬場 貴博君
先週、 先々週と失礼い致しました。 岡君、 頑張ってくださいね。

下座から楽しく拝見致します。

本田 実君
梅雨も明けました。 今度の日曜日は、 大島西海トライアスロ

ンが開催されます。 このため、 朝８：０５～１３：００まで大島

大橋並びに大島全体が交通規制になりますので御用の方は

ご注意ください。

野村 和義君
佐世保ロータリークラブの納所様のご来訪を心より歓迎致し

ます。 サンデーモーニング （日曜 朝８時放映） を見てますと

納所様の会社、 「クロスワーカー」 のＣＭが流れます。 しか

しながら映っているのは （株） 庭建の社員さんばかりです。

佐世保市民は庭建のＣＭと思っているのではないかと心配し

ております。

コンパス２１関係者一同
山下総監のご来訪を大歓迎致します。

芥川 圭一郎君
義理の兄が米軍横須賀基地の司令官になってました。 明日

の式典へ参加するため、 今から横須賀に向かいます。
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ＳＡＡ：南部建君

次回例会／７月２８日１２：３０～

次回献立／洋食プレート

　４月１６日には、 陸海空自衛隊の指揮系統を一元化した統合

任務部隊 （ジョイント　タスク　フォース：JTF） が設置されました。

熊本地震の特徴は、 住宅の損壊と余震への恐怖により、 自宅

以外に避難せざるを得ない住民が多かったことです。 最大２０

万人に達しました。

　弁当の 「ヒライ」 が３日後には営業再開するなど、 インフラの

復旧は他の大震災に比べて早かったと思います。

　さて、 海災部隊指揮官としては 「Rescue From the Sea」 を実

行しました。

　①ひゅうが　 （ヘリ搭載護衛艦） 他　　舞鶴

　②おおすみ （車両搭載輸送艦） 他　　呉

　③航空機　　大村

　④その他

　物資の支援についても、 これまでの経験と反省から港に届け

ればよいというものではなく、 車両やヘリなどを使い、 必要なと

ころまで届けるという自己完結型支援でなければ有効とは言え

ません。

　「ひゅうが」 を八代海沖に、 「おおすみ」 を八代港に、 佐世

保から 「多用途支援艦」 を三角港に、 スピードと搭載能力に

優れた 「オスプレイ」 の参加など、 艦艇６５、 航空機２００、 車

両９００などが支援にあたりました。

　本震から数日経ちますと、 次の要求は 「お風呂」 となり、 横

須賀、 呉からの支援、 そして、 「医療」 支援、 「音楽隊」 の

癒しの支援など、避難されている住民の要望に応えてきました。

　最後に、 「海災部隊指揮官」 としての教訓ですが、

　①災害に対する認識の一致

　②計画に基づく訓練の励行

　③計画を実行ならしめるための工夫

が挙げられます。 また、 今後日本各地での大災害が想定され

ますが、 各都市の災害対応計画の見直しの必要性を感じました。
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